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町民ミュージカル 

「ファンタジックパーク」より 

(H 5 .11.7 ) 

博
だ
 

さ
か
m
m
加 

し
働
尋
 

点 
情
報
、
国
際
化
が
進
み
、
 

世
界
の
で
き
事
が
、
テ
レ
ビ
 

な
ど
の
メ
デ
ィ
ァ
を
通
し
て
、
 

私
た
ち
に
情
報
が
入
っ
て
く
 

《 

る
▼
三
十
年
前
、
ァ
メ
リ
カ
 

見からテ旨胃生中継が 

え
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
画
面
は
、
 

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
暗
殺
さ
 

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
非
常
な
シ
ョ
ッ
ク
 

を
覚
え
て
い
る
。
現
在
の
世
界
の
動
き
 

は
早
く
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
合
や
、
ソ
 

連
の
崩
壊
、
湾
岸
戦
争
な
ど
の
中
東
問
 

題
や
カ
ン
ボ
ジ
ァ
問
題
な
ど
、
私
た
ち
 

に
世
界
の
動
き
が
瞬
時
に
わ
か
る
時
代
 

に
な
っ
て
い
る
▼
こ
の
様
な
中
で
、
地
 

球
環
境
問
題
や
経
済
問
題
、
食
料
、
飢
 

餓
問
題
な
ど
地
球
的
規
模
で
の
問
題
を
 

人
類
と
し
て
抱
え
て
い
る
。
国
連
の
役
 

割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
▼
国
連
は
第
 

二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
一
九
四
五
 

年
に
成
立
し
た
国
際
連
合
組
織
で
あ
る
。
 

現
在
約
一
七
〇
に
近
い
国
が
参
加
し
て
 

い
る
。
こ
の
国
連
で
は
、
た
く
さ
ん
の
 

条
約
や
、
規
約
、
決
議
、
宣
言
が
な
さ
 

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
 
「
人
権
」
 
に
関
 

す
る
も
の
が
あ
る
▼
国
連
人
権
委
員
会
 

が
 
「
世
界
人
権
宣
言
」
 
の
起
草
を
行
 

な
い
、
 

一
九
四
八
年
十
ニ
月
十
日
の
 

国
連
総
会
で
成
立
し
た
▼
今
年
は
世
 

界
人
権
宣
言
四
十
五
周
年
で
あ
る
。
 

十
二
月
三
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
人
 

権
尊
重
旬
間
で
あ
る
。
考
え
て
ほ
し
い
。
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悪
質
な
滞
納
者
は
さ
ち
に
厳
し
く
 

×
平
成
「
罵
に
国
の
財
政
再
建
準
用
団
体
の
指
定
を
受
 

け
、
は
や
、
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 
こ
の
 

間
、
徹
底
し
た
合
理
化
を
は
か
り
、
事
業
の
抑
制
な
ど
行
 

な
い
な
が
ら
、
借
金
の
早
期
返
済
を
進
め
、
 
一
日
も
早
い
 

再
建
明
け
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

平
成
四
年
度
の
決
算
で
は
、
三
＋
億
六
千
万
円
の
赤
字
 

で
し
た
が
、
借
入
金
（
起
債
）
の
早
期
返
済
も
実
施
し
な
 

が
ら
、
再
建
に
向
け
て
、
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
 
財
政
 

履
を
行
う
際
、
「
ゴ
ネ
得
」
や
「
不
公
平
」
な
ど
、
断
じ
て
 

，
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
 

滞
納
の
金
額
も
大
き
く
、
討
画
的
な
 

支
払
い
な
ど
の
協
議
を
行
な
い
、
哲
約
 

書
を
交
す
指
導
協
議
を
行
な
っ
 
て
い
 

ま
す
。
 

町
と
の
協
議
に
 16 

じ
な
い
人
や
、
哲
 

約
書
ど
お
り
支
払
い
を
し
な
い
人
に
対
 

し
て
、
顧
間
弁
護
L
と
赤
池
町
と
の
連
 

名
で
、
本
人
と
保
証
人
に
督
促
を
し
、
 

法
的
丁
続
き
を
す
で
に
始
め
て
い
ま
す
。
 

督
促
に
 16 

じ
な
い
人
に
は
、
法
的
措
置
 

（
告
訴
）
を
実
行
し
ま
す
。
 

．
町
営
住
宅
使
用
料
 

討
画
徴
収
な
ど
進
め
、
金
額
が
大
き
 

く
な
ら
な
い
よ
う
、
早
め
に
納
め
て
い
 

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
 

悪
質
な
滞
納
者
へ
は
、
法
的
措
置
基
準
 

を
次
の
と
お
り
設
定
し
、
実
行
し
ま
す
。
 

許
 さ
れ
な
い
決
意
を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。
 

ノ
 

水
道
料
金
を
は
じ
め
、
税
金
、
使
用
料
、
貸
付
金
な
ど
 

の
「
定
の
基
準
を
定
め
、
こ
れ
に
反
す
る
滞
納
者
に
対
む
 

て
厳
し
く
対
処
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
滞
納
の
問
題
に
 

つ
き
ま
し
て
、
法
的
措
置
を
踏
ま
え
て
事
数
吻
手
続
き
を
行
っ
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
滞
納
処
分
の
基
準
の
見
直
し
や
パ
』
 

具
体
的
な
措
置
の
決
定
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

言
す
く
 

赤
池
町
長
 一 
日
野
喜
美
男
又
 

法
的
措
置
の
対
象
者
 

原
則
と
し
て
、
家
賃
が
十
ニ
カ
月
以
 

ト
、
ま
た
は
、
ー
石
力
円
以
上
の
滞
納
 

が
あ
り
、
再
 

の
督
促
お
よ
び
納
入
指
 

導
に
も
か
か
わ
ら
ず
滞
納
し
て
い
る
人
。
 

●
十
ハ
・
首
「
叫
へ
五
 

‘
「
ノ
．
、
月
山
ー
ー
イ
「
馴
一
 

現
右
、
協
議
に
応
じ
な
い
悪
質
な
滞
 

納
者
に
対
し
、
給
水
停
止
の
措
置
を
行
 

な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
次
の
と
お
 

り
給
水
停
止
基
準
を
改
正
し
ま
す
。
 

改

正

前

 

給
水
停
止
予
告
書
お
よ
び
、
給
水
停
 

止
最
終
予
告
書
を
発
送
す
る
も
、
水
道
 

料
金
の
納
付
に
応
じ
な
い
者
の
う
ち
、
 

滞
納
額
が
ニ
万
五
千
円
以
L
、
ま
た
は
、
 

滞
納
月
数
が
十
ニ
カ
月
以
上
の
水
道
使
 

用
者
。
 

改

正

後

 

滞
納
額
が
一
万
一
千
九
百
円
以
上
、
 

月
数
が
六
カ
月
以
L
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
平
成
六
年
四
月
か
ら
は
滞
納
 

月
数
が
三
カ
月
以
L
と
な
り
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

．
普
 

通
 
税
 

土
地
や
建
物
に
か
か
る
固
定
資
」
税
 

や
町
民
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
で
す
。
 

再
一
、
催
告
書
の
送
付
や
臨
戸
訪
問
 

を
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
応
じ
 

な
い
滞
納
者
も
あ
り
、
次
の
と
お
り
滞
 

納
処
分
（
差
し
押
え
）
の
基
準
を
設
定
 

し
ま
し
た
。
 

①
町
税
滞
納
額
が
五
十
万
円
以
上
の
人
。
 

②
滞
納
期
間
が
三
年
以
上
の
人
。
 

③
右
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
悪
質
な
 

滞
納
者
と
認
め
ら
れ
る
人
。
 

以
上
の
基
準
で
、
国
税
徴
収
法
に
基
 

づ
く
差
し
押
え
な
ど
の
方
針
で
取
り
組
 

た
 

か
 

人
権
を
認
め
あ
い
呂
ホ
め
あ
い
 

み
 

・り 

い
 

明
る
い
ニ
十
一
世
紀
の
町
づ
く
り
 

人
権
尊
重
旬
間
 
12 

月
4

日
か
ら
 13 

日
ま
で
 

十
二
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
、
人
権
尊
重
旬
間
で
す
。
こ
れ
は
、
 
一
九
四
八
年
、
国
際
連
合
総
 

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
た
十
ニ
月
十
日
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

赤
池
町
で
も
、
「
人
権
尊
重
旬
間
」
 
の
期
間
中
、
 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
 

い
く
た
め
、
啓
発
行
事
を
行
な
い
ま
す
。
 

】
」
の
機
会
に
 
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

今
年
は
、
「
世
界
人
権
官
三
」
ロ
四
十
五
周
 

年」 

で
す
。
 

「
世
界
人
権
官
三
」
ロ
」
 
は
一
九
四
八
年
十
 

一
一
月
ト
日
の
国
際
連
合
総
会
で
 
「
す
べ
 

て
の
国
と
、
す
べ
て
の
国
民
が
達
成
す
 

べ
き
人
権
の
共
通
基
準
」
 
と
し
て
採
択
 

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
 

⑥
す
べ
て
人
間
生
ま
れ
な
が
ら
自
由
で
、
 

そ
ん
げ
ん
 

尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
 

さ

ず

 

人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
 

と
う
ほ
・
つ
 

れ
て
お
り
、
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
 

互
い
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

）
ん
び
き
 

⑥
何
人
も
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
 

言
語
、
政
治
上
も
し
く
は
他
の
意
見
、
 

国
民
的
も
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
 

も
 
ん
 
ち
 

産
、
門
地
ま
た
は
他
の
地
位
と
い
う
 

よ
う
な
、
い
か
な
る
種
類
の
差
別
も
 

受
け
る
こ
と
な
し
ー
略
ー
 

と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
官
「
「
ロ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
 

悲
惨
な
で
き
ご
と
の
中
か
ら
、
人
権
無
 

け
い
べ
 
つ
 

視
や
軽
蔑
が
、
人
類
の
良
心
を
踏
み
に
 

じ
っ
た
野
蛮
的
な
戦
争
を
も
た
ら
し
た
 

と
の
深
い
反
省
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

そ
の
後
も
国
際
連
合
総
会
で
は
、
こ
 

の
精
神
を
受
け
、
国
際
人
権
規
約
を
始
 

め
と
し
て
、
二
十
あ
ま
り
の
人
権
に
関
 

す
る
条
約
を
採
択
。
世
界
的
に
差
別
を
 

な
く
し
、
人
権
意
識
を
高
め
よ
う
と
す
 

る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
、
世
界
各
国
の
 

人
権
保
障
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
 

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
世
界
の
現
状
を
見
る
と
、
 

ま
だ
、
人
権
宣
言
が
目
標
と
す
る
理
想
 

的
な
状
態
に
達
成
し
て
い
る
国
は
見
当
 

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
 

今
日
で
は
、
基
準
設
定
か
ら
実
施
の
時
 

代
に
移
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

日
本
で
は
戦
後
、
基
本
的
人
権
の
尊
 

重
を
基
本
理
念
と
す
る
 
「
平
和
憲
法
」
 

の
も
と
で
、
人
権
の
保
障
体
制
づ
く
り
 

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
度
は
 

確
立
さ
れ
て
も
、
人
権
の
問
題
が
解
決
 

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

日
本
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
自
ら
の
間
 

ん
で
い
ま
す
。
 

ま
す
。
 

，
国
民
健
康
保
険
税
 

，
汚
水
処
理
使
用
料
 

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
支
払
わ
な
 

い
世
帯
や
、
支
払
い
の
約
束
を
し
て
い
 

る
の
に
支
払
わ
な
い
世
帯
な
ど
の
滞
納
 

者
が
い
ま
す
。
 

保
険
証
の
交
付
基
準
を
細
か
く
設
け
 

て
、
保
険
税
の
納
付
を
協
議
し
ま
す
。
 

O
学

校

給

食

 

給
食
費
は
、
月
に
小
学
校
三
千
三
白
 

円
、
中
学
校
三
T
八
白
円
で
す
。
人
件
 

費
や
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
代
な
ど
町
が
 

負
担
し
て
い
ま
す
。
 

滞
納
者
へ
の
催
促
を
行
な
っ
て
い
ま
 

す
が
、
さ
ら
に
個
別
協
議
な
ど
を
強
化
 

し
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
が
続
け
ば
、
 

給
食
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
い
た
し
 

‘日で 役場へのお支払いは’ 

一

「

「

 

こんなに便利です。 

町税や水道料金などの納付方法に口座振替の制度 

があるのをご存知ですか？口座振替を利用すると、 

役場などに行く手間が省けるだけでなく、「うっか 

り納期を忘れた」などということもありません。 

あなたも、安全で便利な口座振替を利用してみま 

せんか。 

●利用できる金融機関 ●手続きは簡単です 

支
え
ら
れ
て
、
封
建
的
身
分
制
度
に
代
 

表
さ
れ
る
前
近
代
的
な
も
の
が
温
存
さ
 

れ
て
い
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

部
落
差
別
に
よ
り
、
結
婚
や
就
職
が
 

妨
げ
ら
れ
、
幸
せ
に
生
き
て
い
こ
う
と
 

す
る
権
利
が
侵
さ
れ
て
い
る
問
題
や
、
 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
男
 

女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
、
女
性
 

を
低
く
見
る
女
性
差
別
。
さ
ら
に
、
在
 

日
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
、
障
害
者
 

に
対
す
る
差
別
か
ら
社
会
参
加
を
阻
ん
 

で
い
る
問
題
。
ま
た
、
高
齢
者
に
対
す
 

題
と
し
て
、
積
極
的
に
人
権
を
守
ろ
う
 

メ
ー
ー
 」一麟」）一一 

と
す
る
高
い
自
覚
を
持
っ
た
人
が
少
な
 

一

 

一一一一議「誠舞一 
人権旬間中の主な行事 

報
i
i
一」」一 

「詳」【古・雄一
iiiiiii
一 

繊
 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 

ス
 

一
 人権パレー ド 

人権を考えるタべ 

人 権 相 談 

人権駅伝大会 

人権ポスター 

講 演 会 

テ レ ビ放送 

12月4R田 
午前9時30分 

12 月4ERiり 
午後7時30分 

12月7日（火） 
午前11時～午後3時30分 

12 12 日（H) 
午前9 時集合 

掲示期間 

12月1日～12月13日 

12月8 日困 
13:OO'-'16:20 

12月4Eiw 
10: 30' '11: 15 

町内4 

同和対策中央研修所 

赤池町 

福祉センター 

集合場所 

町民グラウンド 

町内10 ケ所 

（福岡県主催） 

福岡市民会館 

RKB 毎日放送 
映画「チェリープラッサム」 

ニ 
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
汚
水
処
理
施
設
の
 

維
持
管
理
に
必
要
な
収
入
源
で
す
。
 

催
促
書
の
送
付
や
協
議
を
行
な
っ
て
 

い
ま
す
が
、
滞
納
者
が
い
ま
す
。
今
後
、
 

滞
納
者
に
対
す
る
基
準
を
設
定
し
、
厳
 

し
い
力
釘
で
対
処
し
ま
す
。
 

O
保
 
育
 
料
 

滞
納
者
と
の
協
議
が
進
み
、
解
消
へ
 

と
向
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
状
況
を
ロ
 

解 
消 

な
が
ら
対
応
を
行
な
い
ま
す
。
 

■
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

何
と
い
っ
て
も
再
三
の
協
議
依
頼
に
対
 

し
て
応
じ
て
い
た
だ
か
な
い
と
解
決
し
ま
 

せ
ん
。
特
別
な
事
情
で
現
在
納
付
で
き
な
 

い
人
は
、
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

取扱金融機関または役場 赤池郵便局・福岡銀行 

でして下さい。 

●必要なもの 

通帳と届印を準I乳でドさい。 福岡県労働金庫 

●口座振替が出来る公共料金などは 

・町県民税・固定資産税・軽自動車税 

・国民健康保険税・国民年金保険料 

・水道使用料・町営住宅家賃 

・汚水処理使用料・住宅新築資金等 

る
人
権
侵
害
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
問
題
 

が
あ
り
ま
す
。
 

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
幸
 

せ
に
生
き
て
い
く
う
え
で
、
生
ま
れ
な
 

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
固
有
の
権
利
 

で
す
。
人
権
は
、
自
分
だ
け
の
も
の
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
す
べ
て
の
人
に
認
め
 

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 
お
互
い
に
尊
 

重
し
あ
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

こ
の
期
間
中
、
あ
な
た
自
身
、
そ
し
 

て
あ
な
た
の
周
囲
の
人
に
、
正
し
い
理
 

解
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
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